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     「おひさまきらきら えがおいっぱい なんざんようちえん」 

南山幼稚園９月の園だより     平成２8年９月１日 

南山幼稚園長 明田川 輝美  

夏休みが終わり、日焼けして少し大きくなった子どもたちに再会することができ、とても嬉しく思います。 

夏休み中にリオデジャネイロオリンピックが開催されました。開会式での入場行進から、２０５か国の文化

はみんな違いますが平和を祈る笑顔はみんな同じであることが伝わってきました。笑顔は全国共通の宝物です

ね。２学期も笑顔いっぱいの南山幼稚園でありますように！ 

 

南山幼稚園では、７月に保護者・地域の方々のご協力により盛大に南山なつまつりを実施することができま

した。事前に地域の方を講師としてお招きし、盆踊りをご指導いただきました。保護者・地域の皆様には、い

つも子どもたちの健やかな成長のために、ご支援・ご協力いただきまして心より感謝いたします。 

当日は、本園児の他、未就園児・小学生も参加し、和太鼓に合わせて、みんな仲良く輪になり心を一つにし

て踊りました。インターナショナルスクールや外国からの短期就園のお友達もたくさん参加し、日本の伝統文

化を楽しんでいました。 

南山なつまつりで体験した盆踊りや和太鼓の響き、浴衣・甚平、提灯、団扇、お面などの日本文化の素晴ら

しさをいつまでも忘れないでほしいと願っています。 

さて、本園では、オリンピック・パラリンピック教育の一環として、２学期には１０月にお相撲さんに来園

していただき、日本の国技である「お相撲体験」を企画しています。どうぞお楽しみにしていてください。 

２学期も充実した園活動に努めてまいります。今学期もどうぞよろしくお願いいたします。 

南山幼稚園  なつまつり 
日本のおまつりは 

楽しいですね！ 

日本の伝統・文化を楽しむ 
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＜今月の保育のねらい＞ 
◎３歳児 りんご組  

 

 ○好きな遊びを楽しむ中で、友達と一緒に過ごす心地よさを感じる。 

 自分の好きな遊びを見付けて楽しむ中で、友達の近くで遊んだり、同じような動きをしたりして、友達の

存在に目を向け、必要な言葉を知ったり、一緒に過ごす心地よさを味わえるように援助していきます。 

○学級の友達と、戸外で身体を十分に動かして遊ぶことを楽しむ。 

 プール遊びやリズム遊び、踊りやかけっこなどを楽しむ中で、身体を動かす気持ちよさを感じ、自分から

のびのびと遊べるように導いていきます。 

 戸外で、気温の変化や風を感じたり、トンボやバッタなどの生き物と触れ合ったりして、初秋の自然を楽

しみます。 

 ○園での生活の仕方を取り戻しながら、身の回りの支度を自分で行う。 

 幼稚園での生活の仕方や約束などについて一人一人の姿を再確認しながら、幼稚園で過ごす楽しさを思い

出し、２学期も安心して幼稚園で過ごせるようにしていきます。 

 

◎４歳児 ば ら組  

 

○園生活の仕方を思い出し、自分から進んで行おうとする。 

 所持品の始末、手洗いやうがい、片付けなど、１学期に行っていたことを思い出し、自分でできることは

進んで行えるように、認めたり励ましたりしながら援助し生活のペースを取り戻せるようにしていきます。 

○自分の思いを動きや言葉や動きで表しながら遊ぶことを楽しむ。 

 夏休みに経験したことを生かして遊んだり、友達との関わりを楽しんだりする機会をつくっていきます。

思ったこと、考えたことを実現しながら遊びを楽しめるようにしていきます。 

○園庭の身近な自然を見付け、関わる中で初秋の自然に興味をもつ。 

 園庭にある花を使った色水遊びや、オシロイバナなどの種や実の収穫、セミやトンボ、バッタなどの虫を

捕まえて、様子を見たり、飼育したりしながら小さな生き物と親しみ、関わりを楽しめるようにしていき

ます。 

 

◎５歳児さくら組 

 

 ○友達と目的を共通にして、一緒に遊びを進めていくことを楽しむ。 

 １学期の遊び、夏休みに経験したことや見たことなどを、自分たちの遊びに取り入れて遊んでいきます。

友達と一緒に遊ぶ中で、自分の経験やイメージしたことを相手に話し、互いに考えを出し合って遊びを進

めて楽しめるようにします。 

 ○戸外でのさまざまな遊びに取り組んだり、自然に関わったりする中で、繰り返し挑戦したり興味をもって調

べたりする楽しさを味わう。 

 新しいことや、周りの友達のしていることへの関心が一段と高くなり、「自分もやりたい」「できるように

なりたい」と意欲をもつようになる時期になりました。自分なりの目標に向かって繰り返し挑戦できる場

や時間を確保し、意欲をもって自分から取り組む姿を大切に育てていきます。 

 身近な自然物との関わりを通して「なぜだろう」「もっと知りたい」という探究心を育てるために、じっく

りと関わり、試したり調べたりする時間を大切にしていきます。 

○小学生に、親しみの気持ちをもち、関わりを楽しむ。 

 ５年生とペアを組み一緒に小学校のプールを体験したり、２年生と一緒にサツマイモの栽培をしたりしな

がら交流します。互いに親しみの気持ちをもち、関わりを深めることができるようにしていきます。 

 

＜南山幼稚園と南山小学校 連携の生活のめあて＞ 

 

「姿勢を正そう」 
 


